






















1)研究の目標

健診の事後指導には,発見された疾病・異常に対して保健指導,経過観察,他の

専門機関への紹介,また健康児に対しては保健教育といった内容がふくまれる

が,1 才 6 カ月児健診に当って,そうした内容の具体的な指針を示しておくこと

は健診の効果をあげる上で必要といえよう。特に専門技術者の少い市町村が実

施主体となるこの健診においてはその必要性が高いと考えられる。


